
問 

高
南
地
区
、
秋
田
川
北
側
の
農
地
の

現
状
は
。

答 

17
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
水
田

2
・
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
農
地
と
し
て

管
理
さ
れ
、
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
耕
作

放
棄
地
で
、
主
に
清
水
町
、
小
川
町

の
北
側
に
集
中
し
て
い
る
。

問 

こ
の
広
大
な
耕
作
放
棄
地
を
調
整
池

に
す
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地
対
策
・
治
水
対

策
・
景
観
等
多
く
の
問
題
が
解
決
す
る
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

答 

水
田
の
貯
留
機
能
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
高
南
地
区
の
治
水
対
策

と
し
て
重
要
で
、
有
効
で
あ
る
と
考

え
る
。
農
地
法
に
基
づ
く
協
議
や
地

権
者
の
同
意
な
ど
課
題
を
整
理
す
る

な
ど
、
耕
作
放
棄
地
で
の
遊
水
池
整

備
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
、
今
後

台
風
19
号
の
よ
う
な
浸
水
被
害
等
が

二
度
と
発
生
し
な
い
よ
う
に
意
を
込

め
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
は
、
地
域
外
来

訪
者
も
運
送
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ま
ち
づ

く
り
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。
所
見
は
。

答 

回
遊
性
の
向
上
に
よ
る
人
の
交

流
、
外
出
機
会
の
増
加
に
よ
る
地
域

の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
の
視
点
も

必
要
で
あ
る
。
現
地
に
出
向
き
、
詳

細
な
内
容
や
課
題
を
調
査
し
効
果
的

な
運
行
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

木
下 　

正 

議
員

問 

現
行
の
要
綱
に
は
床
下
浸
水
被
害
世

帯
へ
の
見
舞
金
は
な
い
。
万
全
の
対
策
を

や
っ
て
い
れ
ば
防
げ
た
か
も
し
れ
な
い
。

浸
水
被
害
に
見
舞
金
を
出
す
こ
と
は
、
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
袋
井
市
に
す
る

上
で
大
切
。
見
直
し
を
求
め
る
。

答 

近
隣
の
自
治
体
で
も
、
床
下
浸

水
を
災
害
見
舞
金
の
交
付
対
象
に
し

て
い
な
い
。
現
時
点
で
交
付
対
象
と

す
る
予
定
は
な
い
。

問 

既
存
の
公
立
幼
稚
園
を
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
さ
せ
て
は
ど
う

か
。答 

保
育
所
の
申
し
込
み
児
童
数
や

小
規
模
保
育
施
設
の
整
備
状
況
等
を

踏
ま
え
、
令
和
2
年
度
か
ら
段
階
的

に
進
め
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。 

問 

本
年
3
月
末
に
、
自
転
車
・
オ
ー
ト

バ
イ
合
わ
せ
て
北
口
に
6
0
0
台
と
、
南

口
に
約
4
0
0
台
の
駐
輪
場
が
完
成
予
定
。

こ
れ
で
足
り
る
の
か
。
収
容
し
き
れ
な
い

場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
の
か
。

答 

大
丈
夫
で
あ
る
。
収
容
し
き
れ

な
い
と
い
う
事
態
が
起
こ
れ
ば
、
責

任
を
持
っ
て
そ
の
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
。

竹
野　

 

昇 

議
員

耕
作
放
棄
地
を

治
水
対
策
に
活
用
し
て
は

地
域
公
共
交
通
と

ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
は

待
機
児
童
ゼ
ロ
対
策

災
害
見
舞
金
交
付
要
綱

見
直
し
を

袋
井
駅
周
辺自転

車
等
駐
輪
場

高南地区の北側

袋井駅南自転車等駐車場用地
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